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１．新年のご挨拶
新年、明けましておめでとうございます。

新型コロナウイルス感染の収束は見えませんが、今年もこうして新しい年を迎えられたこと
に、お慶びを申し上げます。お蔭様で当事業所は、昨年１年間、操業に影響を与えるようなト
ラブルや新型コロナ感染者の発生もなく安全操業を継続することができました。ＰＣＢ廃棄
物処理事業へのご理解をいただいている地元の皆様方、加えて操業に携わる関係者の
方々に対して改めて感謝致します。

さて、先の事業だよりでもご報告したように、昨年９月に環境大臣から豊田市長あて、処理
事業の継続及び処理対象物についての要請書が提出されましたが、操業開始以来、私ど
ものやるべきことは、労働災害を発生させない、ＰＣＢを漏洩させない、そして情報公開を進
めていく等、何ら変わりありません。所員一同 今年も”ゼロ災で行こう ヨシ！” の掛け声をもっ
て、何よりも安全を最優先にして処理を進めてまいります。引き続き、皆様のご理解とご協力
を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

令和４年１月　　　　　　　　　　　　　　　
豊田ＰＣＢ処理事業所長　青木 仁志

２．ＩＳＯ１４００１の更新審査を受けました
昨年１１月４日（木）～５日（金）に外部認
証機関によるＩＳＯ１４００１（環境マネジ
メントシステム）の更新審査を受けました。
ＪＥＳＣＯは、２００６年９月に同認証を受
けています。
更新審査では、審査員がＪＥＳＣＯ本社
と各事業所を訪問し、適切に環境安全
活動が行われているかを確認されます。
本年は豊田事業所が審査対象でした。

２日間の審査でＪＥＳＣＯと運転会社の
処理の現場や環境安全活動の計画や
実績と記録の確認が行われ、審査員か
ら私たちの活動が規格通りに行われて
いるとの評価を頂きました。
これからも豊田ＰＣＢ処理施設は、環境
にやさしい処理を心掛けてまいります。



問い合わせ先
中間貯蔵・環境安全事業株式会社（JESCO）
豊田ＰＣＢ処理事業所  電話：0565－25－3110  FAX：0565－24－0543

【豊田ＰＣＢ処理事業ＨＰ】　https://www.jesconet.co.jp/facility/toyota/index.html

中間貯蔵・
アザラシのぴーちゃんデジ丸

３．豊田ＰＣＢ廃棄物処理施設 秋期定期点検を実施
当施設では、昨年１１月１５日（月）から１２月２４日（金）まで、４０日間をかけて秋期定期点検
を行いました。定期点検終了後は稼働再開しています。

●実施作業の一例
◆安全作業の徹底
処理施設には高い場所に設置された設備や
機器があり、その点検や整備には高所作業が
必要となります。常設の足場や作業台が設置
されていない場所では、必要に応じて仮設の
作業足場を設置、また、はしごを用いて実施し
ました。
そして、作業者の安心安全を確保し、確実な作
業のために、フルハーネス型（右画像）などの
墜落防止用器具を必ず着用し、高所からの落
下防止を図り、安全第一で作業を行いました。

４．交通安全街頭活動を行いました
昨年１２月１日（水）に豊田市の「年末の交通安全市
民運動」の一環として行われた「交通安全街頭活
動」に参加しました。
豊田ＰＣＢ処理事業所からはＪＥＳＣＯ、運転会社
の社員約２０名がのぼりやタスキ、ハンドサインなど
を掲げ、ドライバーに『安全運転』『ゆっくり停止・発
進』などを呼びかけました。

屋外での活動ですが、３密にならないよう、互いに
距離を取りつつ、マスクを着用して実施しました。

◆熱媒循環ポンプ整備
当施設には蒸留設備をはじめとして加熱プロセ
スが多数あります。この加熱のプロセスには熱
媒油を使用し、ボイラーで２８０℃に加熱した上
で、ポンプで各設備に送ります。
この熱媒油を各設備に送液するのが熱媒循環
ポンプです。高温の液体が通るため各部の傷
みが早く、定期的な整備が必要となります。今
回の定期点検ではポンプ本体を取り外しメー
カーで整備を実施しました。設置場所がボイ
ラー室の奥まった箇所にあり、また重量物であ
るため、吊上用架台を設置し、落下や接触等の
トラブルがないよう慎重に作業を実施しました。
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